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EAC, FRE ARS TAOBAHROVET. 
近 距 離 戦闘 に 特 化 し た 機体 で ある が 、 長 距離 戦 も 
想定 し た 固定 武装 を テー ルス タビ ライ ザー に 隠し 
持つ 。 通常 戦闘 で は 主 に 両 下 腕 に 各 一 本 ずつ 装備 
され て いる 太刀 を 使用 する 。 
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ライ ン バ レ ル の も う 一 人 の ファ クタ ー で ある 城崎 絵美 が 搭乗 し た こと で 見 せ た 形 態 。 
連続 転送 や 機体 色 が 黒く 変化 し た こと に 加え 、 グ ラン ・ ネ イド ル 戦 で 見 せ た 超 圧縮 
転 送 フィ ー ル ド な ど 、 ラ イン バレ ル の スペ ッ ク は 未だ も っ て 未知 の 領域 で ある 。 
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執行 者 と 名 付け られ た ライ ン バ レ ル 専 用 ビー ム 兵 器 。 本 来 は 長 距離 攻撃 用 の ビー ム 砲 
だ が 、 使 い 方 の 解ら な か っ た 早瀬 浩一 は 常に 出力 を 最大 に し 、 長 大 な ビー ム 力 と し て 
使用 し て いた 。 普段 は テー ルス タビ ライ ザー に 収納 され 、 使 用 時 は 補助 アー ム に より 


受け 取り 可能 位置 まで 移動 する 。 ンコ 
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本 機 は 城崎 天児 が 造り 上 げた 、 ラ イン バレ ル の 最初 期 
の 状態 と 思わ れる 。 現 段階 で 入手 で きた 本 機 の 情報 は 
非常 に 少な く 、 早 瀬 浩一 の 証言 と サブ 電脳 より 入手 で 
きた 僅か な 情報 の み で ある 。 そ の 中 に 『PROT0-TYFE』 
と 云う 表記 が 確認 で きた コト か ら 、 以 降 JUDA 内 で 
は この 状態 を 『 試 作 型 』 と 呼ん で いる 。 
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真 の ファ クタ ー で ある 城崎 天児 が 目覚 め た コト で 見 せ た ラ イン バレ ル 
本 来 の 姿 で あり 、 以 降 こ の 状態 は ライ ン バ レ ル ・ ア マガ ツ と 呼ば れる 。 
ライ ン バ レ ル (天児 ) の 目的 で ある マキ ナ 殺 し に 加え 、 ファク ター と 
し て の 慣れ に より 、 浩 一 が 搭乗 し た と き の 状 態 を 圧倒 的 に 上 回 る が 、 

それ は ライ ン バ レ ル を 創っ た 張本人 で ある 以上 その スペ ッ ク も 誤 知 し 
て いる 故 、 当 然 の コト で ある 。 


ライ ン バ レ ル ・ ア マガ ツ に な っ た 際 、 外 観 上 の 変更 点 は 頭 部 の み と な 
る 。 額 の 装甲 が 下がり 、 そ こ に 守ら れ て いた 第 三 の 目 が 露出 し 、 二 つ 
目 の 姿 か ら 一 つ 目 へ と 変わ る 。 
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元 加藤 機関 四 番 隊 隊 長 、 沢 渡 拓郎 の 操る マキ ナ 。 本 機 は その 外観 
か ら も 分 か る 通り 、 ラ イン バレ ル の 同型 機 で ある 。 そ の 人 為 、 外 観 
を 含め た その ほとん ど が ライ ン バ レ ル 試 作 型 と 共通 し て いる 。 し 
か し 、 性 能 そ の も の に 関し て 言う な ら ば 、 ラ イン バレ ル と は また 
違っ た 、 別 ベク トル の ピー キー さ を 持 づつ 機体 で ある 。 主 武装 と し 


て 両 脇 に マウ ント され た ビー ムカ を 使用 する 。 















ロス トバ レル が 持つ 試作 型 ビー ム 兵 器 。 
一 見 、 本 機 の 後継 機 で ある ライ ン バ レ ル 
が 持つ エグ ゼ キ ュー ター に 比べ 小型 に 見 
える が 、 ビ ー ム 刀 と 呼ば れる 柄 の 部 分 は 
単なる 出力 機 で あり 、 そ の 本 体 は テー ル 
スタ ビラ イザ ー そ の も の で ある 。 




















ジュ ダコ ー ポ レー ショ ン 特 務 室 室長 で ある 森 次 玲 二 の 
操る マキ ナ 。 通常 戦闘 で は 主 に ヴァ リア ブル ・ バ イン 
ダー 内 に 収納 され て いる 太刀 を 使用 する 。 





本 機体 の 最大 の 特徴 は マル チ パ ー パ ス ユ ニッ ト (M.P.U) を 持つ テー ルス タビ ライ ザー で ある 
(正確 に は この スタ ビラ イザ ーー 自体 が M_P.U) 。 ユ ニッ ト に 設け られ た ハー ド ポ イン ト に 様々 
な オプ ショ ン を 装着 する こと で 、 状 況 に 応じ 、 近 一 長 距 離 戦 、 支 援 、 早 期 警戒 な ど 、 そ の 機体 
特性 を 変え る 事 が 出来 る 。 ま た 、 外 観 上 の 違い は ある が 、 内 部 骨格 や ナノ セラ ミッ ク 装 甲 な ど 
の 基本 構造 は ライ ン バ レ ル と 同じ と 思わ れる 。 そ の た めか 、 頭 部 構造 や 各 パ ー ツ の シル エッ ト 
は 、 現 存 し て いる マキ ナ の 中 で 最も ライ ン バ レ ル に 近い 。 これ ら の こと か ら 、 本 機 は ライ ン バ 


レル を も と に 造ら れ た 汎用 量産 型 と 推測 され る 。 
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マル チ パ ー パ ス ユ ニッ ト に 装着 され た ヴァ ー ダ ント の 基本 兵 装 。 通 常 は 各 バ イン ダー 
内 に 2 本 ずつ 、 
武器 や 支援 物資 な どの 搬送 に も 使わ れる 。 各 バイ ンダ ー は リニア レー ル に より 、 安 定 
on ee 堅 急 時 に は 簡易 的 な 盾 と し て 利用 する こと も ある 。 
当然 の こと だ が 、 高 速 移動 時 の 機体 制御 用 バイ ンダ ー と し て の 役割 も 担っ て いる 。 










計 1 6 本 の 太刀 が 収納 され て いる が 、 バ イン ダー 内 を 変更 する こと で 、 
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ジュ ダコ ー ポ レー ショ ン 特 務 室 所 属 、 山 下 サ トル の 操る マキ ナ 。 
その 巨体 か ら 想 像 で きる よう に 、 本 来 は 長 距 離 攻撃 用 の 機体 で 
ある 。 戦 闘 で は 主 に 抜き 手 で ある バレ ッ ト ア ー ム 、 レーダー 兼 
高 性 能 ス キャ ナー の リフ レク ター コア 、 両 下 腕 部 か ら 高 速 発射 
する 鉄 杭 を 使用 する 。 
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ー ポ レー ショ ン 特 務 室 所 属 、 矢 島 英 明 の 操る 
マキ ナ 。 本 機 は 電磁 迷彩 を 備え 、 狙 撃 や 奇襲 を 主 と し 
た 隠密 機 で ある 。 主 に 背面 に 接続 され た 専用 ライ フル 
売価 用 し 、 状 況 に 底 じ て ハン ドカ ガン や サイ ドアー マ ー 
内 に マウ ント され て いる 直 刀 等 も 使用 する 。 
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ジュ タダ 特務 室 所 属 、 遠 藤 イ ズ ナ ・ シ ズ ナ の 操る マキ ナ 。 左 石 の 
肩 に 付け られ た 巨大 な ユニ ッ ト 内 に ナー ブ ク ラ ッ ク と 呼ば れる 
対 マ キナ 有線 伝達 神経 破壊 ・ 改 置 針 を 片側 6 本 、 計 12 本 持つ 。 
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ジュ ダコ ー ポ レー ショ ン 特 務 室 所 属 、 中 島 宗 美 の 操る 白銀 の マキ ナ 。 戦闘 で は リア 
アー マー に マウ ント され た 槍 『 テ ー ル ・ オ ブ ・ キ ング ダム 』 を 使用 する 。 
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で ある 。 
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V、 即 ち デ ィ ス イィ イー ブシ リ 
fiz 


た 





ィ ス ィ ー ブ の 持つ 機能 を 凌 信 し 、 
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ある マイ ナス 面 を 補っ 
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本 機体 の 正式 名 称 は ディ スィ ー ブ 
ー ズ 4 番目 の 機体 で あり 、 デ 
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AT ディ スイ ィ ー ブ を 開発 する に あたり 、 恐 らく 機体 特性 と し て 飛行 ユエ ニッ ト で ある こと が 念 頭 に 
> | あっ た と 思わ れる 。 そ れ は ナー ブ ク ラ ッ ク と 云う 極め て 特殊 な 機能 を 主 武装 に 備え た こと に 
TZ より 、 そ の 制御 と 同時 に 最低 限 の 機体 制御 な ど を 必要 と され る こと か ら 、 対 マキ ナ 戦 に 於 い | 
と ュ E ン て 比較 的 安全 圏 で ある 高度 か ら の 使用 も 想定 し て 造ら れ た の だ ろう と 推測 され る か ら で あ る 。 
i | 前 線 に 配備 され る こと を 想定 し て いな い デ ィ ス ィ ー プ だ が 、 一 撃 離脱 、 ま た は 前 線 で の 戦 還 
フエ に や | を 可能 と し た の な ら 、 そ の 機能 は 存 分 に 発揮 され る で あろ うこ と は 容易 に 想像 で きる 。 そ れ | 
を 可能 と し た の が 本 機 で あり 、 非 戦闘 型 の ディ スィ イー ブ に 対し 、 戦 闘 型 と し て 開発 され た デ 
ィ ス ィ ー プ が この プリ テン ダー で ある 。 
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ナー ブ ク ラ ッ ク を 無線 に する こと で 、 本 機 は ディ スィ ー ブ に 比べ 小型 に な り 、 
飛行 ユニ ッ ト と し て の 特性 は 変形 機構 で 補う こと に 成功 し た 。 当 然 の こと だ 
が 、 飛 行 形態 は 単なる オマ ケ で は な く 、 最 大 速度 マッ ハ 3.7 と 、 戦 闘 機 と し 


て も 十分 に 通用 する 。 
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本 機 は 本 体内 部 に 持つ 様々 な 武装 や 
機能 に 合わ せ 、 そ の 姿 を 変形 させ る 。 
劇 中 で 見 せ た 姿 は その 中 の ひと つの 
格闘 戦 形態 で ある 。 機体 底面 に め ある 
巨大 な バイ ンダ ー が 変形 し 脚 部 ( ラ 
ン デ ィング ギア の 役割 も 担う ) と な 
り 、 機体 側面 か ら は 巨大 な マニ ピュ 
レー ター が 出現 する 。 





加藤 機関 一 番 隊 隊 長 、 草原 マサ キ の 操 


る マキ ナ 。 本 機体 は 豊富 な 武装 や 機能 
を 巨大 な 本 体内 部 に 隠し 持つ 都市 励 減 
型 マ キナ で ある 。 機体 後部 に 大 型 ブ ー 
スタ ー を 3 基 搭 載 し 、 巨 体 な が ら も 高 


速 戦闘 を 可能 と し て いる 。 
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本 体 の ほぼ 中 央 に マウ ント され て いる 制御 ユニ ッ ト 。 通称 ネイ キッ ド と 呼ば れる この 制御 ユ 
ニッ ト は 単体 で の 戦闘 も 当然 可能 で あり 、 そ の 機体 性 能 は 決し て 他 の マキ ナ に も 引け を 取ら 
な い 。 後頭 部 か ら 伸 びる 八 本 の ケー ブル は 本 来 ス タビ ライ ザー で ある が 、 本 体 マ ウン ト の 際 
に は コネ クト ケー ブル と な る 。 主 武装 と し て 特殊 な 大 型 九 ・ エ リ ミ ネ ー タ ー を 持つ 。 





/ ら 


Sa LNEBARRELS MECHANICS 











ジュ ダコ ー ポ レー ショ ン 社 長 で ある 石神 邦生 の 操る マキ ナ 。 
用 途 、 機 能 等 その 殆ど が 不明 の 機体 で あり 、 存 在 自体 も 限 
られ た 一 部 の 人 間 に し か 知ら れ て いな い 。 
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加藤 機関 総 指 令 、 加 藤久 吉 の 操る 超大 型 戦艦 級 マ キナ 。 
シャ ング リラ は マキ ナ で あり な が ら 、 潜 航 、 飛 行 が 可 
能 な 加藤 機関 の 移動 要 塞 で あり 母艦 で ある 。 
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巨大 な 頭 部 に は 本 来 、 司 令 塔 で あり 全 機 能 を 管理 する 第 一 艦橋 も 存 
在 し て いる が 、 余 程 の こと が な い 限 り 、 久 幅 自 身 が 赴く こと は な い 
(通常 、 シ ャ ング リラ 自身 が 機体 を 制御 ・ 管 理 し て いる ) 。 そ の た 
め 、 普 段 は 司令 塔 下 に 見 える 第 二 艦 橋 が 発令 所 と し て 機能 し て いる 。 
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九条 美海 の 操る マキ ナ 。 独立 型 遠隔 操作 兵器 で ある 随伴 機 、 獣 型 (パル ド ) と 鳥 型 (ロッ ク ) 
を 従え て いる 。 基 本 的 な 仕様 は 桐山 栄治 の 操る プリ テン ダー が 持つ 無線 ナー プク ラッ ク と 同 
様 だ が 、 そ の スペ ッ ク や 建造 理念 な ど は 比較 に な ら な い 代 物 で ある 。 基 本 的 に は 本 機 (ファ 
クタ ー) か ら の 命令 で 機能 する それ ら 随 伴 機 は 、 単 体 で の 戦闘 は 勿論 の コト 、 両 機 と も に あ 
ら ゆ る 戦況 に 応じ た ペイ ン キ ラー 用 の 兵 装 を 豊富 に 備え て いる 。 
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ペイ ン キ ラー が 本 来 の 姿 を 隠す 
た め 、 増 加 装 甲 を 纏っ た 姿 。 し 
か し 、 こ の 世界 で は その 姿 を 隠 
す 必 要 が な いた め 、 本 来 の 機能 
と し て で は な く 美 海 の 演出 に 利 
ee qb UE ies 
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ペイ ン キ ラー と その 随伴 機 (パル ド ・ ロ ッ ク ) 
が 合体 し た 形態 。 本 機 は 実験 的 に 開発 され た 
人 
無かっ た 機能 が 複数 存在 し 、 そ の 中 で も 特殊 yyy 
な 機能 と し て 挙げ られ る の が 『 合 体 』 で ある 。 
本 来 な ら 現 実 的 と は 言え な い 合体 機構 を 敢 え 
て 取り 入れ た 明確 な 意図 は 不明 で ある が 、 a 
し 「 目 標 に 対し て の 視覚 的 影 署 BI 5 OR 
掌握 」 が 目的 と 思わ れる 。 そ の 証拠 に 、 合 
a ae 拡張 は 見 受け られ る も 、 性 
能 の 飛躍 的 向上 は 確認 され て いな い 。 
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加藤 機関 が 造り 上 げた マキ ナ の 量産 コピ ー 機 。 オ リ ジ ナ ル の 
持つ 電脳 、 固 有 ナ ノ マ シ ン 、 そ れ に 伴う 効果 や 能力 は 所 持 せ 
ず 、 あ くま で も 人 型 兵器 と し て の 側面 の み を コピ ー し た 機体 
で ある 。 そのため マキ ナ と ファ クタ ー の 関係 性 の よう な も の 
は 存在 せ ず 、 パ イロ ッ ト は 自身 の 各 神 経 に 直接 、 特 殊 な 針 を 
打ち 込み 、 そ こ か ら 電 気 信号 を 送る こと で 機体 を 制御 し て い 
る 。 ま た 、 機 体 全身 を ゴム 状 の 表皮 で 被 い 、 外 部 装甲 が 少な 
いこ と も アル マ の 特徴 で る や る 。 ちなみに 各部 隊長 は 一 般 機 と 
の 差別 化 の 意味 も 含め 、 カ スタ マイ ズ さ れ た 機体 に な る 。 


通常 アル マ を 沢渡 専用 に カス タマ イズ し た 
機体 。 通 称 『 イ ダテ ン 』。 通常 ア ル マ と の 
大 き な 違 い は 、 基 本 スペ ッ ク の 向上 は 当然 
な が ら 、 外 見 的 に 大 きく 分 け て 、 頭 部 、 肩 
部 、 腰 部 アー マー、 脚 部 の 四 点 。 改 修 点 は 
どれ も 沢渡 機 の 機動 力 を 向上 させ 、 高 速 移 
動 並 びに 高速 戦闘 を 想定 し た も の で ある 。 
腰部 両 サ イド アー マー 裏面 に マル チ ブ ー ス 
ター ユニ ッ ト を 前 後に 二 基 、 両 サイ ド で 計 
8 基 搭 載 し 、 ジ ェ ッ ト 推 進 を 可能 に し て い 
る 。 ま た 基本 武装 と し て 各 ハ ー ド ポイ ント 
a アサ ルト ライ フル (タネ ガ シ マ ) 
装備 し 、 加 えて 沢渡 部 隊 の 専用 と UHH 
一 内 ) を 持つ 。 
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ライ ン バ レ ル と の 戦闘 に より 大 破 し 
た イダ テン に 変わ り 、 新 た に 沢渡 専 
用 と し て 造ら れ た イダ テン 弐番 機 。 
一 目 で 判る と お り 、 背 面 に 大 型 ブ ー 
スタ ー を 二 基 配 し 、 加 えて 、 頭 部 、 
胸部 、 手 甲 や 素 体 を 被 う 表皮 も 新た 
な も の に 変更 され 、 更 に 機動 力 を 向 
上 させ た 機体 で ある 。 ま た 、 後 継 機 
と し て 参 之 型 も 存在 し て いた が 、 こ 
の 機体 は 可変 弄 ア ル マ の 実験 機 で あ 
り 、 正 式 な 機体 と し て は カウ ント さ 
れれ 0 も 
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MAIMUUMUU 


一 般 用 アル マ を 王政 陸 専 用 に カス タマ イズ 
し た 機体 。 一 般 用 アル マ と の 大 き な 違 い は 
耐火 装甲 を 纏っ た その 巨体 で ある 。 こ の 耐 
火 装甲 の 重量 に よる 機体 性 能 の 低下 を 補う 
た め 、 機 動力 を 最大 に 高め て お り 、 見 た 目 
と は 裏腹 に 高速 移動 も 可能 と し て いる 。 
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通常 の アル マ を デミ トリ ー 専 用 に 
カス タマ イズ し た 機体 。 通 称 『 カ 
グ ツ チ 』。 本 機 は 主 兵 装 と し て 専 
用 の 重機 関 銃 、 両 肩 に 連装 ミサ イ 
ル を 2 基 、 左 腕 部 に 大 型 ナ イフ 、 
サイ ドア ー マ ー に タネ ガ シ マ 改 を 
持つ 重 武 装 の 機体 で ある 。 これ ら 
兵 装 に より 、 動 き に 相当 の 制限 が 
生ま れ て し まう た め 、 本 機 は 装甲 
面 に も 改良 が 加え られ 、 高 い 装甲 
防御 力 を 持つ 。 
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>> 
7™ 一 般 用 アル マ を ユリ アン ヌ 専 用 に カス タ 
マイ ズ し た 機体 。 こ れ ま で の アル マ と の 
違い は その 小型 且つ 女性 的 な シル エッ ト 


1 だ が 、 こ れ は ユリ アン ヌ が 加藤 機関 唯一 






















の 女性 隊長 で ある こと に 加え 、 彼 女 の 戦 
闘 ス タイ ル を 反映 させ た 故 で ある 。 沢渡 
の イダ テン が 速度 重視 で ある な ら 、 本 機 
は 軽快 さ 重 視 の 機体 だ と 言え 、 有 瞬発 的 な 
行動 速度 は 全て の アル マ を 上 回 る 。 主 武 
装 は 部 隊 専 用 の 長刀 (不知 火 ) と ツバ キ 
ヒメ 専用 と し て 腰部 両 サ イド アー マー 内 
に 小型 チェ ー ン ソー (クビ キリ ) を 持つ 。 
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加藤 機関 在籍 時 、 私 設 部 隊 一 番 隊 隊 長 と し て 活動 し て い 
た 石神 の 専用 アル マ 。 主 武装 は 機体 背面 に マウ ント され 
た 太刀 。 本 機 は 加藤 久 剖 の 専用 アル マ で ある ツク ヨミ の 
予備 機 を 石神 用 に 改修 し た 機体 で ある 。 その 人 為 、 頭 部 や 
胸部 等 を 除け ば 、 機 体 シ ル エ ッ ト は ほぼ 同じ で あり 、 ス 
ベッ ク も 同等 の モノ を 有 し て いる 。 造 られ て か ら す で に 
半 世 紀 以 上 経過 し て いる が 、 元 より アル マ は 完成 し た 機 
体 で あっ た 人 為 、 現 在 の 最新 アル マ と 比較 し て も 、 ツ ク ヨ 
SAU Fs Pike), 
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加藤 機関 総司 令 で ある 加藤 久 高 の 専 
用 アル マ 。 主 に 、 こ れ ま で 行わ れ て 
きた で あろ う 対 マキ ナ 戦 に て 使用 さ 
れ て いた と 思わ れる 。 主 武装 は 手 参 。 
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PABA MACHINA 


加藤 久 書 が 直接 関わ り 造 り 上 げ 、 城 崎 天 児 の 覚醒 の た め 投 
< 入 し た 新型 アル マ 。 実 際 の と ころ 、 ア ル マ と は 名 ば か り で 
あ 


り 、 正 確 に は 電脳 が 搭載 され て いな い マ キナ で ある 。 
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| 本 機 は 桐山 栄治 の マキ ナ 、 プ リ テ ン ダ ー 
| か ら 解 明 さ れ た 技術 と アル マ の 技術 に よ 
一 語り 生ま れ た 機体 で ある 。 プ リ テ ン ダ ー の 
| 持つ 無線 式 ナ ー プ クラ ッ ク に 使わ れ て い 
| る 高度 な 無線 技術 を 応用 し 、 遠 隔 操作 用 
の 無人 機 と し て 造ら れ た 。 基 本 兵 装 は 確 
| 認 さ れ て いる 限り 対 マ キナ 用 ナイ フ の み 
| だ が 、 無 人 機 故 に 搭乗 者 へ の 負荷 等 が 無 
| いた め 、 機 体 性 能 の 限界 に 近い 動き を 可 
能 と し て いた 沼 ド ト か ら 半 偽 ど と し て は 十分 
和 





まれ 変わ っ た 機体 で ある 。 





本 機 は 当初 、 キ リヤ マ 重 工 の 手 に より 生ま れ た | 
が 、 同 社 が JUDA に 吸収 され た コト に より 、 | 
人 型 戦 闘 機 の コン セプト は その まま に 、 同 社 と | 
ジュ ダ 技 術 開発 部 の 手 に より 更 な る 改修 が 加え | 
られ 、 和 石神 の 云う 所 で ある 『 マ キナ 』 と し て 生 | 
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ルー ベン ス 財 団 主 導 の 元 、 米 海軍 兵器 研 
究 所 で 開発 され た 対 マ キナ 用 パワ ー ド ス 
ー ツ (製造 その も の は 、 ハ ワイ 沖 に ある 
宇宙 エレ ベー ター 用 プラ ッ ト フ ォ ー ム と 
し て 建造 され た 巨大 施設 で 行わ れ た ) 。 


各種 兵 装 に 加え 、 隊 長 機 に は 識別 の 意味 
も 含め た 、 大 型 の ブレ ー ド 兼 ア ン テ ナ が 
機体 側面 に 付け られ て いる 。 主 武装 の レ 
ー ル ガン で は 、 マ キナ の 固有 ナノ マシ ン 
を 破壊 し 、 有 機構 成 部 を 瞬時 に 壊死 させ 
る 効力 を 持つ 特殊 弾 を 使用 する コト で 、 
小型 機体 で あり な が ら も 十 二 分 に マキ ナ 
対抗 する 力 多 有 し て いる 。 
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戦い 方 を 基本 と し て いる 。 


TUMANOD type ( 


人 間 の 乳児 を 模 し た 個体 。 乳 児 を 模 し た 姿 を 
し て る コト か ら 、 こ の 央 型 は 明らか に 『 対 人 
類 用 』 の ヒト マキ ナ と し て 生み だ され た モノ 
で あろ うと 推測 で きる 。 乙 型 の 様 に 自ら 転送 
する コト も 出来 ず 、 頭 部 に ある 拡散 ビー ム 以 
外 、 こ れ と いっ た 特別 な 機能 を 持た な い が 、 
巨大 な 乳児 と いう 、 そ の 見 た 目 こ そ が 最大 の 
特徴 で あり 、 武 器 な の で ある 。 
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TUMANOD type 


概念 的 人 間 と な っ た マキ ナ の 中 で 、 最 も 多 
く の 数 が 確認 され て いる 個体 。 戦闘 で は 主 
に 口内 と 驚 に ある ビー ム 兵 器 と 手甲 に 収納 
され た ブレ ー ド を 使用 する 。 乙 型 の 特徴 と 
し て 、 ま ず 頭 頂部 の 円 盤 が 挙げ られ る 。 こ 
の 円 盤 部 の 内 側 に フィ ー ル ド 発 生 機 が あり 、 
状況 に 応じ て 本 体 を 転送 、 出 現さ せる 。 機 
動 性 の 高い 円 盤 状態 で 目標 へ の 接近 ~ 携 乱 
か ら 、 本 体 を 転送 させ て の 白兵戦 と いっ た 
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ヒト マキ ナ 母 艦 が 呼び 出 し た 超 巨 大 マキ ナ 。 
転送 中 に 母艦 が 破壊 され た 為 、 そ の 全貌 を 
見 せる コト は な か っ た 。 真 来 梓 曰 く 「 全 部 
で 3 機 あ っ た ハズ で すか ら 、 ま だ 2 機 も 残 
で て ます keel (し US 


AT 
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は 大 場 真 来 短 の ラヴ バレ ル 同 様 、 リ ンカ ー ン の 戦闘 用 外 骨 格 で あ 
る 。 脚 部 を 持た ず 、 多 量 の ナノ マシ ン を 全身 に 纏い 漂う その 和 姿 か 
bt, 極めて 特異 な 機体 と 言え よう 。 


ンジ ヒト マキ ナ で ある エイ ブラ ハム ・ リ ンカ ー ン の 操る マキ ナ 。 本 機 
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本 機 の 最大 に し て 唯一 の 兵 装 が ナノ マシ ン 兵 器 で ある 。 股 間 に 位 置 する 球体 型 転送 機 か ら 
射出 され る ナノ マシ ン は 、 背 面 両側 に 見 える ドリ ル 状 の 制御 針 に より 、 黒 い 煙 を 纏っ て い 
る 様 な 状態 を 保ち 、 自 由 軌道 で 目標 を 攻撃 する 。 本 来 、 ナ ノ マ シ ン に 触れ られ た 部 分 は 瞬 
時 に 破壊 消滅 し 、 後 に は 何 も 残ら な い が 、 攻 撃 対 象 を 確実 に 認識 し て いる 為 、 一 定 の 空間 
を 復 い 尽く す 程 の 展開 を させ て も 周囲 へ の 影響 は 無い し か し 、 言 い 換 える な ら 、 攻 撃 対 
象 を 一 定 の 空間 に し た 場合 に は 、 そ の 空間 内 に ある 物質 は 全て で て 一瞬 に し て 消滅 させ られ る 
と こい う コ ト で ある 。 現時 点 で この ナノ マシ ン 兵 器 に 対抗 し うる 術 は 存在 し な い 。 上 記 以 外 
の 詳細 な スペ ッ ク 等 に 関し て は 機体 が 完全 に 破壊 され た 為 に 不明 。 
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ヒト マキ ナ で ある 大 場 真 来 梓 の 操る マキ ナ 。 本 
機 は 大 場 真 来 梓 本 人 の 発言 通り 、 役 女 の 戦闘 用 
外 骨 格 で ある 。 これ は マキ ナ の 擬似 的 な 意思 と 
も いえ る 思考 を 司る 電脳 が 搭載 され て いな い コ 
ト か ら も 、 有 昧 い 知 る コト が で きる 。 つ まり 、 大 
場 真 来 逢 こそ が 本 機 の 電脳 な の で ある 。 こ の 関 
係 性 は 現在 の ライ ン バ レ ル と 早瀬 浩一 の ソレ と 
同様 で あり 、 因 っ て ライ ン バ レ ル も 早瀬 浩一 の 
戦闘 用 外 骨 格 と 言え る の か も し れ な い 。 
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